
                                         

     
 

                                    

                                         

                                         

 

   

い
ま
一
番
わ
か
り
や
す
い
憲
法
の

話
「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
」
の
著
者
で
弁

護
士
の
楾
（
は
ん
ど
う
）
大
樹
（
ひ
ろ
き
）

さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
！ 

改
憲
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
安
倍

政
権
に
対
す
る
国
民
の
無
関
心
さ
に

大
き
な
危
機
感
を
持
た
れ
た
こ
と
が

楾
さ
ん
の
活
動
の
発
端
で
す
。 

 
 

ご
本
人
曰
く
「
右
で
も
左
で
も
な
い
、

そ
の
前
段
階
と
し
て
」
憲
法
の
役
割
を
、

子
ど
も
に
も
わ
か
る
よ
う
に
、
イ
ラ
ス

ト
と
ぬ
い
ぐ
る
み
を
駆
使
し
て
全
国

津
々
浦
々
で
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
昨
年
末
、
私
が
練
馬
で
聞
い
た

の
は
453
回
目
の
講
演
会
で
し
た
。 

国
の
為
政
者
た
ち
で
あ
る
政
治
家

や
官
僚
、
裁
判
官
を
ラ
イ
オ
ン
に
例
え

た
お
話
し
は
と
て
も
面
白
く
て
わ
か

り
や
す
い
も
の
で
し
た
。 

ラ
イ
オ
ン(

権
力)

は
強
い
か
ら
政

治
を
任
せ
よ
う
と
み
ん
な
が
思
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
私
た
ち
に
噛
み
つ
い
た

り
し
な
い
よ
う
に
檻(

憲
法)

に
閉
じ 

              

込
め
ま
す
。
つ
ま
り
「
私
た
ち
国
民
が

作
る
＝
国
民
主
権
」、「
ど
の
ラ
イ
オ
ン

を
檻
に
入
れ
る
か
も
私
た
ち
が
決
め

る
＝
立
憲
主
義
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

根
幹
に
あ
る
の
は
「
み
ん
な
人
間
ら
し

く
幸
せ
に
生
き
て
い
き
た
い
」
と
い
う

人
権
の
思
い
で
、
憲
法
は
そ
の
た
め
の

し
く
み
で
す
。 

私
た
ち
は
主
権
者
と
し
て
ラ
イ
オ

ン
の
動
き
に
関
心
を
持
ち
、
檻
の
し
く

み
を
学
び
た
い
も
の
で
す
。
ラ
イ
オ
ン

が
檻
を
壊
し
て
い
た
ら
み
ん
な
で
お

か
し
い
と
声
を
あ
げ
、
ど
ん
な
檻
に
す

る
か
を
ラ
イ
オ
ン
に
お
任
せ
に
し
ま

せ
ん
。
そ
し
て
選
挙
で
檻
を
壊
さ
な
い

ラ
イ
オ
ン
を
選
ぶ
、
そ
ん
な
不
断
の
努

力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

狛
江
で
も
ぜ
ひ
楾
さ
ん
の
講
演
会

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

楾大樹さん 

これからの公共施設整備に必要な視点は ● 

憲法ってなんだろう～檻のなかのライオン ● 

 まつざき淑子の議会報告 ●  

人々が自由を保障されながらも孤立する

ことなく、ゆるやかなつながりの中で地域で

暮らしていくために“居場所”がクローズア

ップされています。 

 税金を使って整備する公共的な場が居場

所になるのはどんな時なのでしょう。 

一昨年は狛江駅北口にメビウス∞えきま

え広場が、そして昨年は和泉本町３丁目に北

部児童館（こまっこ）がオープンしました。 

◆メビウス∞えきまえ広場 

北口再開発で生まれたオープンスペース（三

角地）は長期間暫定的な利用を続けていまし

た。６年前に三角地の活用を考える検討委員

会が設置され、近隣住民を交えた議論が始ま

りました。その中で「賑わいを創出する場」

として整備することが決まり、３年前に工事

に着工。約 5千万円をかけ整備され、2018 年

４月にオープン。広場にはミストシャワーは

あっても木陰がないので夏は足が遠のくと

いう声も耳にしますが、ベンチで一休みして

いく人や保育園の子どもたち、子連れのひと

たちが遊ぶ姿をよく見かけるようになりま

した。 

ママ・マルシェ（子ども服の交換会やハンド 

 

メイドの店など）や郷土芸能物産展、くらし

フェスタなども開催されるようになりまし

た。ネーミングライツの使用料や災害時の飲

料提供自販機の設置手数料は広場の維持管

理に使われています。 

 

◆こまっこ児童館 

児童館の空白地、東西野川、和泉本町にや

っと子どものための施設が整備されました。

乳幼児や小学生だけでなく、中高生も利用で

きる児童館にするために、青少年会議で子ど

もたちが要望を出し合い議論したり、児童館

フォーラムで子どもの意見を聞き取るなど

の努力があったそうです。その結果、スリー

オンスリーやボルダリングを楽しめる遊戯

室、バンド活動のできる防音室、自習スペー 

スなどが新たに加えられ整備されました。勉

強 café では地域の大人たちが子どもたちの

勉強をサポート、ドラマーがボランティアで

教えてくれたりと多世代の交流が始まって

いるようです。 

児童館の建設に関しては国、都、地方債

（1.7 億）、基金の取り崩し（1 億)で約 4 億

円ほどかかっています。 

ここで紹介した 2つの事例には、人と人が

関係性を作り出すことで箱モノがゆっくり

と居場所に変容していく様子がみてとれま

す。 

◆どんな市民センターにしたいですか？ 

さて、ここ数年俎上に上がっていながら放

置されていた市民センターの増改築問題。ま

つざき淑子の一般質問により「市民センター

の増改築に関するアンケート」実施に補正予

算がつき、2月に実施予定とのことです。 

「市民センターを考える市民の会」の提案書

にも、すべての人に開かれ、ゆるやかに「つ

ながれる」場とすること、また「学び・憩い・

交流の場」としての増改築案が提案されてい

ます。みなさんはどういう市民センターであ

れば気軽にふらっと立ち寄れ、利用したいと

思いますか。超高齢・少子社会における公共

施設整備に関して財源、機能などのソフト、

緩やかな関係性の創出などを念頭に考え、市

への提案をしていきませんか。 

これからの公共施設整備に必要な視点は？ 



◇
議
会
報
告
◇

 

 

2019
年
11
月
28
日
よ
り
12
月
23

日
ま
で
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

■
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
主
な

補
正
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

（１
）台
風
19
号
関
係
の
補
正
予
算 

●
床
上
浸
水
被
害
者
の
住
宅
応
急
修

理
、
生
活
再
建
支
援
及
び
市
民
要
望

に
よ
り
消
毒
費
助
成
を
予
算
化
。 

農
業
災
害
見
舞
金(

500
㎡
以
上)

、

床
下
浸
水
家
屋
見
舞
金
１
万
円
も
追

加
。 

●
こ
の
ほ
か
被
災
者
は
税
金
や
保
険

料
の
減
免
、
１
月
末
ま
で
で
す
が
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
等
の

利
用
料
等
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

●
浸
水
の
原
因
究
明
の
た
め
の
調
査

委
託
費
、
根
川
・
多
摩
川
両
雨
水
幹
線

の
排
水
樋
管
に
水
門
デ
ジ
タ
ル
水
位

計
と
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
移
動
式

排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
費
用
、
水
門
開

閉
遠
隔
操
作
の
設
計
委
託
費
な
ど
。 

（
２
）
そ
の
他
の
主
な
補
正
予
算 

●
第
３
中
学
校
に

2021
年
開
設
予
定
の

情
緒
障
が
い
固
定
学
級
整
備
費
用 

●
９
月
議
会
で
狛
江
ネ
ッ
ト
が
要
望

し
た
市
民
セ
ン
タ
ー
増
改
築
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
費
用
、
認
可
保
育

園
ベ
ビ
ー
セ
ン
サ
ー
設
置
費 

■
そ
の
他
の
議
案 

学
童
関
係
で
は
、３
小
の
特
別
活
動

室
が
放
課
後
ク
ラ
ブ
に
、
７
月
よ
り
駄

倉
地
域
セ
ン
タ
ー
が
小
学
生
ク
ラ
ブ

(

定
員
30
名)

に
な
り
ま
す
。 

４
月
よ
り
「
児
童
青
少
年
部
」
の
組

織
名
称
を
「
子
ど
も
家
庭
部
」
と
し
、

複
合
施
設
課(

教
育
部
複
合
施
設
課

兼
務)

を
新
設
。 

「
子
育
て
・
教
育
支
援
複
合
施
設
」
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
対

し
て
は
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
の

連
携
と
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
早
期
の
市
民
説
明
会
を
要
望
し
、
す

べ
て
の
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

■
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書
に
反
対 

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
反
対
し

て
き
た
特
権
的
な
地
方
議
会
議
員
年

金
は
2011
年
に
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
受
給
資
格
を
得

て
い
る
元
議
員
に
対
し
て
は
こ
の
先

約
50
年
間
支
給
が
続
き
、
そ
の
公
費

負
担
累
計
は
国
費
で
約
１
兆
1400
億
円

に
も
上
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

も
や
政
治
参
加
や
地
方
議
会
の
人
材

確
保
を
目
的
と
し
て
厚
生
年
金
へ
の

加
入
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で

200
億
円
も
の
税
金
が
つ
か
わ
れ
公
費

負
担
が
推
測
さ
れ
ま
す
。
国
民
年
金
の

財
政
基
盤
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と

も
見
込
ま
れ
る
中
、
議
員
の
待
遇
改
善

の
み
を
求
め
る
こ
と
は
道
理
に
合
わ

な
い
と
考
え
反
対
、討
論
を
し
ま
し
た
。

が
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求

め
る
意
見
書 

共
同
提
案
者
と
し
て

賛
成
し
ま
し
た
が
、
補
聴
器
の
使
用
づ

ら
さ
に
不
安
が
あ
る
と
の
理
由
で
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

         

◇
ま
つ
ざ
き
淑
子
の 

一
般
質
問
◇ 

昨
年
10
月
12
日
の
台
風
19
号
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
市
民
の
方
々
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が

加
速
し
て
い
く
中
、今
回
の
経
験
を
教

訓
に
、
災
害
に
備
え
、
強
い
狛
江
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！ 

▼
避
難
所
に
垂
直
避
難
の
導
入
を 

水
害
時
指
定
避
難
所
は
、
浸
水
想

定
区
域
外
に
あ
る
施
設
に
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
も
野
川
・
多
摩
川
の

水
位
を
基
準
に
避
難
所
の
開
設
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
遠
く
ま
で

の
避
難
に
伴
う
危
険
を
勘
案
し
、浸
水

想
定
区
域
内
の
施
設
の
上
層
階
の
利

用
に
転
換
。 

風
水
害
に
お
け
る
垂
直
避
難
の
考

え
方
か
ら
、
校
長
会
に
避
難
所
と
し
て

校
舎
を
開
放
す
る
際
の
教
室
利
用
の

優
先
順
位
や
、
避
難
行
動
要
支
援
者
・

ペ
ッ
ト
の
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
検

討
を
要
望
す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
福

祉
避
難
ス
ペ
ー
ス
や
福
祉
避
難
所
の

人
材
等
具
体
的
な
検
討
が
必
要
で
す
。 

▼
民
間
施
設
へ
の
受
け
入
れ
拡
大
を 

避
難
所
の
収
容
人
数
が
絶
対
的
に

足
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
デ
ィ
や
ニ
ト
リ
な

ど
大
型
商
業
施
設
の
駐
車
場
や
店
舗

の
開
放
に
つ
い
て
災
害
時
の
協
定
を

結
ぶ
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。 

▼
移
動
手
段
の
確
保
を 

校
庭
の
駐
車
利
用
は
、
水
害
時
の

運
転
の
危
険
性
や
、校
庭
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
か
ら
不
可
で
し
た
が
、
市
民
の

生
命
を
優
先
す
る
観
点
か
ら
柔
軟
に

判
断
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

             

 

移
動
困
難
者
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
活
用
を
提
案
し
ま
し
た
。 

▼
情
報
伝
達
の
改
善
を 

避
難
所
と
災
害
本
部
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
情
報
共
有
は
盤
石
と
は
言
え

ず
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
提
案

し
ま
し
た
。
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に

く
い
地
域
が
あ
る
た
め
、
コ
マ
ラ
ジ

（FM85.7
MHz

）
な
ど
を
活
用
し
分
か

り
や
す
い
情
報
伝
達
に
努
め
て
い
く

そ
う
で
す
。 

▼
風
水
害
の
場
合
は
早
め
に
安
全
な

親
戚
や
知
人
宅
へ
の
避
難
や
自
宅
上

層
階
や
マ
ン
シ
ョ
ン
高
層
階
へ
の
移

動
な
ど
、
避
難
所
以
外
の
避
難
先
を

確
保
す
る
な
ど
日
常
か
ら
考
え
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

          

      

発
災
時
に
は
保
護
者
等
が
児
童
を

引
き
取
り
に
来
る
ま
で
学
校
で
子
ど

も
を
待
機
さ
せ
ま
す
。学
童
ク
ラ
ブ
で

は
、保
護
者
あ
て
の
一
斉
メ
ー
ル
か
直

接
電
話
で
連
絡
、引
き
渡
し
ま
で
保
育

を
行
い
ま
す
。子
ど
も
が
帰
宅
し
た
際
、

鍵
が
な
か
っ
た
り
、家
族
が
不
在
で
不

安
な
場
合
等
は
学
校
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
、困
っ
た
場
合
は
近
く
の
大
人
に

相
談
し
た
り
助
け
を
求
め
る
指
導
を

行
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
。災
害
時
の

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
避

難
所
や
学
校
・
保
育
現
場
で
研
修
を
行

っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。 

 

国
内
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
排
出

量
は
900
万
ト
ン
。
環
境
省
は
レ
ジ
袋

の
年
間
の
消
費
量
は
30
～
40
万
ト

ン
と
試
算
し
て
お
り
、
国
に
お
い
て
今

年
7
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
レ
ジ

袋
の
有
料
化
が
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ

の
意
識
を
高
め
る
象
徴
的
な
取
り
組 

み
に
な
る
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。 

 

        

     

2020
年
度
か
ら
の
狛
江
市
環
境
基
本
計

画
で
も
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

や
レ
ジ
袋
の
使
用
抑
制
等
を
掲
げ
て

い
ま
す
。狛
江
市
で
も
一
部
導
入
し
て

い
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
市
民
ま
つ
り

な
ど
に
も
広
げ
る
よ
う
要
望
し
、八
王

子
の
福
祉
作
業
所
の
リ
ユ
ー
ス
食
器

レ
ン
タ
ル
事
業
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

化
学
物
質
問
題
に
つ
い
て
は
、
体

の
不
調
が
現
れ
る「
化
学
物
質
過
敏
症
」

な
ど
が
あ
り
、原
因
と
な
る
物
質
、量
、

症
状
が
多
種
多
様
で
、市
も
近
年
注
目

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
、強
い
香
り

に
悩
む
市
民
は
一
定
数
推
測
さ
れ
る

と
の
答
弁
。
小
・
中
学
校
で
は
洗
剤
等

の
香
り
が
苦
手
な
児
童
が
お
り
、保
護

者
と
話
し
合
い
で
専
用
の
給
食
用
白

衣
を
貸
与
し
て
い
る
そ
う
で
す
。公
共

の
場
で
強
い
香
料
の
使
用
を
控
え
る

な
ど
の
市
民
へ
の
啓
発
活
動
は
、国
や

都
の
周
知
依
頼
が
来
て
か
ら
と
消
極

的
で
す
。さ
ら
に
世
田
谷
区
で
は
公
有

地
で
の
使
用
禁
止
と
な
っ
た
除
草
剤

な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
、危
険

性
の
啓
発
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
と

の
答
弁
。子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
環
境

配
慮
を
要
望
し
ま
し
た
。 

生き活きレポート No.150 

在宅医療・生活

支援センター 

ウェルファーム杉並 

福祉と暮らしのサポ

ート拠点を東京・生

活者ネットの議員と

視察 

根川雨水幹線（六郷排水樋管）にて。土手天

板の間近かまで多摩川の水位は上がった。 

スマホ対応防災アプリのご紹介 

①ListenRadio ②NHKニュース防災アプリなど 
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